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第６－② 子育てを支援し、地域の教育力を高める

取組３９ 子育て支援の推進

○ 現状
少子化や核家族化の進行、地域社会の変化など、地域共同体の機能が失われていく中で、身近な地域に相

談できる相手がいないなど、子育てが孤立化することにより、その負担感が増大し社会からの孤立感を持つ
保護者が少なくありません。また、放課後に小学生が安心して居られる場所を求める声も多くあります。

地域や企業等の協力を得て子育てを支援するとともに、学校施設等を活用した放課後児童クラブと放課後

子ども教室を整備し、小学生が安心して様々な活動をする場づくりを進めています。

地域の子育て支援拠点の整備や子育て家庭の経済的負担の軽減等を進めて「安心して子どもを生み育てら

れる社会づくり」、「子育て家庭を社会全体で応援する地域づくり」を推進しています。

H20.4.1現在

項 目 整 備 や 推進 の 状況

認定こども園の園児数 （ １２園 ） ２,１６４人 （H20.5.1現在）
保育所の入所児数 （４２０か所）４２,５５０人 （H20.5.1現在）

幼稚園の園児数 （２２２園 ）２４,２４６人 （H20.5.1現在）

地域子育て支援拠点（センター型、ひろば型） １０９か所 （H20.9.1現在）

家庭教育電話相談「よい子のダイヤル」 年間 １，９９２件 （H19年度実績）

放課後児童クラブ ３１５クラブ （H20.5.1現在）

放課後子ども教室 ８３教室

乳幼児医療の自己負担の無料化 入院：中学卒業まで、通院：修学前まで

ぐんまちょい得キッズパスポート協賛店 １,２６６店舗
ファミリー・サポート・センター １１か所

【ぐんまちょい得キッズパスポート（ぐーちょきパスポート）】

社会全体で子育て家庭を応援するため、企業と県・市町村が

連携して、中学生までの子ども、または妊婦がいる家庭を対象

に、「ぐーちょきパスポート」を協賛店で提示すると割引、ポイ
ント追加、無料サービスなどが受けられる制度です。

平成１９年１１月からスタートし、多くの子育て家庭に利用

されています。

○ 課題
・地域子育て支援拠点（センター型、ひろば型）を全県的に整備すること
・電話相談「よい子のダイヤル」等による継続的な家庭教育の支援を行うこと

・大規模な放課後児童クラブの解消と開設日数を増やすこと

・放課後子ども教室の全県的な整備を促進すること

・子育て世帯の経済的負担を軽減すること

・子育て家庭を社会全体で応援する機運を醸成すること

○ 取組の方向
・どの市町村に居住する保護者も必要な子育て支援が受けられるように、市町村の取組を支援します。

・家庭教育に係る相談体制を継続し、家庭教育に悩む保護者等への助言、情報提供を行います。

・多様な保育ニーズに対応した支援を推進します。

・放課後子どもプランを推進します。
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○ 主な事業の概要
事業の概要 担当部署

・私立幼稚園預かり保育推進事業費補助

正規の保育時間終了後や長期休業期間中に幼児を継続的に預かる私立幼稚園を支 学事法制課

援します。

・ぐんまちょい得キッズパスポート
「ぐんまちょい得キッズパスポート」の普及等を通して、社会全体で子育てを応 少子化対策・

援する機運を醸成します。 青少年課

・子育て支援環境づくり

地域子育て支援拠点、ファミリー・サポート・センターの設置・運営を支援しま 子育て支援課

す。

・放課後児童健全育成

放課後児童クラブの運営・施設整備を支援します。 子育て支援課

・保育施設支援

認定こども園、私立保育園の運営・施設整備を支援します。 子育て支援課

・福祉医療費補助

子どもの医療費の負担軽減を支援します。 国保援護課

・家庭教育電話相談「よい子のダイヤル」

電話による子育ての悩みに関する相談を行います。 生涯学習課

・放課後子ども教室推進

学校等を活用した子どもたちの居場所づくりを支援します。 生涯学習課

○ 達成目標

目標の概要 基準年度の状況 目標年度の状況

（Ｈ２０） （Ｈ２５）

地域子育て支援拠点（センター型・ひろば型） 109か所

家庭、地域、関係
放課後子ども教室 83か所

機関等が連携し、

放課後児童クラブ 315か所 多様なニーズに応え

る取組を推進
ファミリー・サポート・センター 11か所

ぐんまちょい得キッズパスポート協賛店 1,266店


